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正
し

長

ま行
逗i し、

i弘警
委 1 ~量s

i iを
長う

選
挙
は
、
菌
民
の
意
一
る
政
治
を
行
う
人
は
私

志
に
よ
る
政
治
を
行
ふ
一
達
が
自
由
に
選
ん
だ
代

為
に
、
国
民
の
代
表
を
一
表
の
外
に
は
な
い
」
と

国
会
へ
送
る
方
法
で
あ
一
云
ふ
事
を
充
二
分
に
自

り

ま

す

。

一

覚

し

て

自

己

の

信

ず

る

此
の
選
挙
こ
そ
私
達
一
正
し
い
候
補
者
に
投
票

が
国
政
に
参
加
す
る
唯
一
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

一
の
機
会
で
あ
り
ま
す
一
ん
か
。

か

ら

、

私

達

の

意

志

を

一

こ

れ

が

正

し

い

選

挙

代
表
す
る
真
に
立
派
な
一
で
あ
り
明
る
い
政
治
は

人
を
選
ぶ
事
が
最
も
大
一
こ

L
か
ら
出
発
す
る
の

切

で

あ

り

ま

す

。

一

で

あ

り

ま

す

。

一
一
候
補
者
の
演
説
会
に
は
是
非
一

あ
の
人
か
ら
頼
ま
れ
一
出
席
し
て
よ
く
聞
い
て
下
さ
一

た
か
ら
と
云
ふ
情
実
因
了
臨
時
霊
に
政
見
は
公
報
に
詳
一
内

縁
、
或
は
又
金
銭
等
に
一
心
〈
記
識
土
ι
あ
り
ま
す
か
一
凸

よ
っ
て
役
票
す
る
事
は
一
一
二
十
コ

F
U仕
事
制
酌
ず
み
一
日

他
人
の
代
表
を
選
ぶ
の
一
二
」
尚
北
鴨
川
山
町
一
町
村
都
一

t
一日

で
あ
っ
て
自
分
の
代
表
一
団
一
昨
f
抽
河
川
円
噛
・
1
乃
弛
一
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
一
以
前
で
も
ね
弘
樹
拡
票
…
乱
出
一
~

私
達
の
生
活
の
よ
く
な
一
切
畑
一
リ
動
的
油
市
一
耕
一
匁
庁
一
小

H
H

赤
十
字
の

社
員
に
な
っ
た
ら

「
赤
十
字
の
会
員
に
な
っ
た

ら
何
か
良
い
事
で
も
あ
る
の
か

?
」
わ
れ

J
¥
は
信
念
を
も
っ

て
答
え
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
赤
十
字

を
通
し
て
人
類
の
幸
福
と
世
界

の
平
和
に
こ
う
け
ん
す
る
と
と

が
で
き
る
こ
と
で
す
」

日
本
赤
十
字
社
は
国
内
に
於

い
て
は
天
災
地
変
等
不
測
の
災

厄
に
備
え
て
医
師
看
護
婦
等
の

救
護
職
員
を
養
成
確
保
し
、
救

護
用
装
備
資
材
を
整
備
し
て
万

一
に
備
え
る
外
病
院
診
療
所
の

経
営
輸
血
事
業
の
普
及
、
農
山

漁
村
へ
の
巡
回
診
療
、
家
庭
看

護
法
、
救
急
法
、
水
上
安
全
法

等
の
普
及
指
導
、
子
供
や
妊
産

婦
の
保
護
、
そ
の
他
社
会
の
福

祉
厚
生
に
必
要
な
事
業
を
行
っ

て
病
気
や
事
故
を
未
然
に
防
い

だ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
る

苦
痛
を
油
来
る
だ
け
少
く
す
る

と
と
に
努
め
又
国
際
的
に
は
、

海
外
同
胞
の
引
揚
や
抑
留
者
と

留
守
家
族
と
の
通
信
、
消
息
不

明
者
の
安
否
調
査
等
総
て
双
方

の
赤
十
字
社
を
通
じ
て
行
っ
て

，陶

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

図
民
審
査
と
は
?

御
承
知
の
よ
ラ
に
来
る
五
月

二
十
二
日
に
は
、
衆
議
院
議
員

の
総
選
挙
と
あ
わ
せ
て
、
最
高

裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
と
れ
は
全
く
吾

々
と
し
て
は
、
は
っ
き
り
じ
な

い
投
票
で
す
が
法
で
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
衆
義
院
議

畠
員
の
投
票
を
し
て
す
ぐ
に
国
民

審
査
の
投
票
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

選
挙
に
お
い
て
は
特
定
の
候

補
者
を
一
定
の
地
位
に
就
か
し

め
る
た
め
の
新
な
選
任
行
為
で

あ
る
の
に
反
し
、
国
民
審
査
の

場
合
は
既
に
一
定
の
地
位
に
就

い
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の

地
位
に
あ
る
こ
と
を
確
認
又
そ

の
地
伎
を
失
わ
し
め
る
行
為
で

あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
国
民
審
査
に
は
、
選

挙
区
が
な
く
、
被
選
挙
権
及
び

候
補
者
の
選
挙
は
選
挙
人
の
投

票
が
な
け
れ
ば
当
選
人
は
定
め

ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、

国
民
審
査
に
あ
っ
て
は
選
挙
人

の
積
極
的
な
罷
免
の
意
志
表
示

私

が
な
イ
限
り
、
裁
判
官
の
地
位

は
確
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

⑨

投

票

の

仕

方

投

票

用

紙

は

記

号

式

が

用

い

ら

れ

て

お

り

主

す

の

で

、

審

査

に

付

さ

れ

る

裁

判

官

の

氏

名

が

印

刷

し

て

あ

り

ま

す

か

ら
、
投
票
す
る
者
は
、

そ

の

裁

判

官

を

や

め

さ

せ
よ
う
と
思
へ
ば
、
-
そ

の
氏
名
の
上
に
×
印
を

書

く

欄

に

×

印

を

つ

け

や

め

さ

せ

る

必

要

が

な

い
と
思
へ
ば
何
も
書
か

な

い

で

そ

の

ま

L
投

票

箱

に

入

れ

る

の

で

あ

り

ま

し

て

、

投

票

箱

は

衆

議

院

議

員

の

選

挙

の

投

票

箱

と

同

じ

箱

に

入

れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

は

私

Jtb 

の

良

一
お
り
、
い
づ
れ
も
赤
十
字
の
人
一
果
す
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

一
道
と
博
愛
の
精
神
に
よ
っ
て
結
'
一
町
で
も
現
在
社
費
の
徴
敗
並

一
ば
れ
て
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
一
に
新
規
社
員
の
募
集
に
努
め
て

一
こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
一
お
り
ま
す
。

で
は
一
体
ど
ζ

か
ら
生
れ
て
く
る
一
一
人

f
¥
の
社
員
の
方
の
納

一
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
我
等
二
め
ら
れ
る
社
費
を
少
し
で
も
多

一
人
一
人
の
社
員
に
基
源
を
発
し
一

一

一

く

あ

つ

め

こ

れ

を

目

的

に

か

な

一
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一

一

一

っ

た

や

り

方

で

事

業

の

方

へ

配

一
百
円
と
云
ふ
お
金
は
決
し
て
ニ

些
少
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
一
分
し
て
色
々
な
事
業
を
行
い
お

け
れ
ど
も
一
年
に
煙
車
の
幾
本
一
互
の
住
ん
で
い
る
と
の
社
会
を

か
お
溜
の
一
杯
か
を
節
す
る
ζ

一
少
し
で
も
よ
い
も
の
に
し
苦

と
に
よ
っ
て
そ
の
お
金
を
赤
十
一

一
し
ん
で
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る

字
の
社
員
と
し
て
出
し
た
な
ら
ι

ば
:
・
そ
の
結
果
は
ど
う
で
せ
う
一
人
を
助
け
よ
う
と
い
ふ
と
と
ろ

あ
な
た
は
赤
十
字
を
通
じ
て
一
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
る
わ
け
で

社
会
の
福
祉
、
衛
生
の
向
上
、
」
す
。
-

人
類
の
幸
福
と
世
界
平
和
へ
の
一
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
か
ら
の

大
な
る
運
動
に
一
つ
の
役
割
を
士
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

u 

れ
て
お
り
ま
ナ
の
で

1
よ
い
家
庭
を
つ
く
り
親
子
の

話
し
合
う
機
会
を
つ
く
り

2
子
供
の
外
出
時
友
達
の
訪
れ

る
相
手
や
服
装
や

8
読
み
も
の
等
に

細
心
の
注
意
を
払
ひ
悪
の
芽
が

生
え
ぬ
様
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

倍
、
小
学
生
は
約
て
三
倍
ふ
一
若
し
そ
の
き
ざ
し
が
見
え
た
時

え
て
お
り
ま
す
。
一
は
早
く
つ
み
と
る
た
め
警
察
に

之
等
の
犯
罪
は
切
盗
傷
害
脅
迫
一
少
年
相
談
所
が
設
け
て
あ
り
ま

が
多
く
強
盗
殺
人
そ
れ
に
性
犯
一
す
か
ら
連
絡
利
用
し
て
下
さ
い

罪
が
目
だ
っ
て
お
り
ま
す
。
一
少
年
相
談
所
は
少
年
の
犯
罪
は

長
浜
町
で
も
四
月
に
な
っ
て
数
一
丁
度
病
気
の
様
に
見
て
お
り
ま

件
の
性
犯
罪
の
被
害
の
屈
を
受
一
し
て
其
の
取
扱
は
何
処
ま
で
も

け
て
お
り
ま
す
。
一
秘
密
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
外

そ
し
て
不
良
化
し
た
青
少
年
は
一
部
に
も
れ
る
事
な
く
他
の
保
護

集
固
化
し
て
次
第
に
悪
質
に
な
一
機
関
へ
の
連
絡
等
適
切
な
る
措

っ
て
き
つ
L
あ
る
様
に
思
は
れ
一
置
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気

ま

ず

。

一

安

く

御

利

用

出

来

る

わ

け

で

す

比
の
様
な
不
良
化
を
な
く
し
被
一
私
は
此
処
に
あ
ら
た
め
て
青
少

害
を
防
止
す
る
為
め
に
一
年
の
不
具
化
防
止
は

五
月
中
第
十
四
回
青
少
年
保
護
一
先
ず
家
庭
か
ら

育
成
運
動
が
全
国
二
台
に
行
は
一
と
強
調
し
て
お
き
ま
す
。
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(
H
長

浜

町

大

字

今

坊

一

感

心

な

は

な

し

一
去
る
四
月
二
十
四
日
の
朝
の

日
)
が
延
縄
漁
業
に
よ
一
で
き
ご
と
、
幾
百
も
降
り
つ
ど

る

漁

獲

が

多

く

且

つ

経

一

れ

肺

訴

判

統

一

口

十

時

験
年
数
回
十
年
に
し
て
一
様

t
程
し
て
い
た
白
滝
地
区
、

一
い
つ
も
な
が
ら
水
の
引
い
た
後

他
の
標
範
と
さ
れ
知
事
一
は
そ
こ
か
し
こ
ど
み
の
山
、

一と
L
白
滝
橋
附
近
も
相
に
た
が
・

か

ら

表

彰

さ

れ

た

。

一

わ

ぷ
J
P

ね
い
土
4

と
ご
み
で
う

一
ず
ま
っ
て
い
た
が
こ
与
に
は
早

一
朝
一
人
し
て
懸
命
に
通
路
の
清

一
掃
に
努
め
通
交
人
の
便
を
計
つ

一
て
い
た
人
影
が
あ
っ
た
。
こ
の

一
影
は
柴
、
渡
辺
利
邦
君
(
釘
)

一
の
尊
い
姿
で
あ
っ
た
。
特
に
当

一
日
は
祭
で
も
あ
り
人
通
も
多
く

-
部
落
民
の
方
よ
り
も
感
謝
さ
れ

-
て
い
た
。

を
く
し
よ
う
家
庭
の
不
和
を

ふ

え

る

少

年

犯

罪

長
浜
町
警
部
汲
出
所

県
下
に
お
け
る
少
年
犯
罪
は

昨
年
は
二
、
六
七
七
人
で
ま
た

増
加
し
つ
L
あ
り
ま
す
。

持
に
私
共
の
心
配
す
る
の
は

比
の
青
少
年
の
非
行
は
だ
ん
だ

ん
年
令
の
若
い
方
に
多
く
な
り

学
生
の
犯
罪
が
急
増
し
て
お
る

事
で
あ
り
ま
す
。

之
を
表
で
示
し
ま
す
と

学

生

別

年

度

三
十
年
コ
二
年
一
二
二
年

小
学
生
二
回
ニ
ニ
Z
O

ご九一

中
学
生
四
四
九
四
O
E

七四八

高

校

生

一

実

合

一

宅

で
高
校
生
に
よ
る
犯
罪
行
為
は

約
二
倍
、
中
学
生
は
約
て
九

二
斗
去
る
四
月
十
七

日
一
日
県
庁
に
於
い

く
良
一
て
昭
和
三
十
二

嘩
ム
旦

こ

駐

年

度

(

第

四

国

)

釦
耕
一
愛
媛
水
産
表
彰

産
崎
一
式
が
行
わ
れ
、

水

u一
長
浜
町
か
ら
は

山
根
浦
治
郎
氏

ラ

』司'

の
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皆

さ

ん

日
同
州
阿
川
け
げ
一

昭

和

訓

年

1
月
1
日
か
ら
は
「
メ
ー
ト
ル
法
」
が

完

全

実

施

さ

れ

ま

す

早
く
「
メ
ー
ト
ル
法
」
に
な
れ
ま
し
ょ
う
-

混
雑
を
き
わ
め
る
日
本
の
計
量
単
位

世
界
に
類
の
な
い
三
本
立
/

私
達
の
周
囲
に
は
、
尺
貫
系
一

0
0

ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド
系
、
メ
ー
ト
ル
一
ト
シ
と
、
変
り
ま
す
。

系
の
3
系
統
の
単
位
が
雑
然
と
一

0
0
0
0

一
次
に
、
配
給
・
は
、
キ
ロ
グ
ラ

存
在
し
、
そ
れ
が
、
何
の
区
別
一

b

り

も

な

く

、

ま

ま

ぐ

れ

に

無

秩

序

一

《

《

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
ム
付
す
が
、
主
婦
は
、
何
升
)

そ
こ
で
、
一
つ
二
っ
そ
の
例
一
何
部
で
、
御
飯
を
炊
き
ま
す
ー

を
捨
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
一
更
に
、
お
か
ず
の
方
も
、
野

先

ず

、

食

べ

物

に

つ

い

て

見

一

。

ま
す
と
、
米
の
と
れ
高
ば
7
千
一
菜
、
肉
類
は
必
、
調
味
料
捻

F

。

。

一

0

0

0

-

万
石
と
石
高
で
す
が
、
輸
入
は
-
グ
ラ
ム
百
す
が
、
パ
ダ
ー
や
、

語、

0
0
0
 

チ
l
ズ
は
、
ポ
シ
ド
を
使
い
、

。

叉
、
日
本
酒
な
ら
合
、
洋
酒
は

@
0
0
0
0
 

立
方
セ
ジ
チ
で
飲
ん
で
い
ま
す

最
後
に
、
和
服
の
布
地
は
、

0
0
0
0
 

年
寄
の
方
は
く
じ
ら
尺
を
使
い

一

/

。

。

o
h

一
若
い
人
は
セ
シ
チ
を
使
い
ま
す

一
今
度
、
仕
立
に
な
る
と
、
男

一

0
0
0

物
が
、
イ
ン
チ
で
、
女
物
は
主

。
。
。

に
セ
ン
チ
で
す
。。。。

編
鞠
は
才
ン
ス
で
、
は
き
も

o-

の
は
、
「
受
」
を
つ
か
い
ま
す

以
上
私
達
の
ま
わ
り
か
ら

ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
の
例
を
あ

げ
て
見
ま
し
た
。

ど
う
い
う
ふ
互
に
、
例
を
拳

げ
て
ゆ
け
ば
、
い
く
つ
で
も
例

を
挙
げ
る
事
が
出
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
計
量

単
位
は
、
無
数
の
単
位
が
無
秩

序
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
で
す

• ， 、7
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町

管

住

宅

入
居
者
決
定
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
一
浪
本
正
夫
森
勝
子

会
を
四
月
十
六
日
大
和
出
張
所
二
仁
久
地
区
第
一
種
住
宅
五
戸

四
月
十
七
日
町
役
場
、
四
月
十
一
友
石
滝
男
池
田
昌
員

八
日
櫛
生
出
張
所
に
於
い
て
関
一
武
地
雪
光
福
良
正
年

催
し
慎
重
選
考
の
結
果
次
の
と
一
矢
野
福
夫

お
り
入
居
者
を
決
定
し
た
。
-
二
大
和
、
豊
茂
地
区

記

一

第

二

種

住

宅

(

五

一

P
)

一

沖

浦

地

区

一

菊

地

智

恵

子

紫

中

雪

子

第
二
種
住
宅
七
戸
一
久
保
文
子
古
川
淳
三

島

田

年

重

矢

野

由

勝

一

山

形

侃

新
江
時
行
熊
本
重
信
二
櫛
生
地
区
第
二
種
住
宅
二
戸

武
智
政
治
宮
本
道
太
郎
一
西
内
兼
雄
玉
弁
郷
二
郎

国

保

の

一

体

育

指

導

員

が

設

優
良
被
保
険
者
一
置
さ
れ
ま
し
た

表

彰

一

今

日

政

府

の

方

針

と

し

て

全

愛
媛
県
国
保
団
体
連
合
会
表
彰
一
国
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
振

規
程
に
依
り
、
昭
和
三
十
二
年
一
興
さ
せ
る
施
策
を
と
り
あ
げ
、

度
国
保
優
良
被
保
険
者
と
し
て
一
国
会
に
於
て
も
そ
の
た
め
の
附

今
般
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
一
端
次
官
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
た
か
ら
公
表
い
た
し
ま
す
一
:
文
部
省
に
お
い
て
は
そ
れ
を

被
保
険
者
氏
各
地
区
別
一
推
進
さ
せ
る
た
め
、
市
町
村
ス

神

門

公

明

出

海

一

ポ

l
ツ
指
導
員
の
組
織
を
確
立

一
す
る
具
体
的
振
興
策
が
決
定
し

高

田

倉

蔵

単

一

た

の

で

、

県

に

お

い

て

も

そ

の

大
西
ミ
ナ
子
白
滝
一
趣
旨
に
則
り
県
の
組
織
を
確
立

西
悶
正
童

P

一
し
全
県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

一
て
明
る
く
豊
か
に
生
活
す
る
運

上
回
マ
サ
ヨ
。
一
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

吉
岡
良
衛
喜
多
灘
一
し
た
。

大

西

政

夫

。

一

方

に

よ

り

本

町

に

於

け

る

体

一
育
指
導
員
と
し
て
、
左
の
五
氏

高
田
貞
好
長
浜
一
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

菊

地

品

次

郎

大

和

一

戎

巌

(

長

浜

)

松

本

忠

治

庁

一

森

芳

雄

(

長

浜

)

一
石
丸
英
雄
(
長
浜
)

村

上

徳

太

郎

櫛

生

一

清

水

猛

(

白

滝

〉

以
上
十
一
名
一
小
西
強
(
出
海
)

昭
和
三
十
三
年
度
一

保
険
税
に
つ
い
て
園
保
一

年
聞
の
保
険
税
額
は
其
の
年
間
一
は
六
月
に
決
定
し
ま
す
の
で
皆
一

に
必
要
な
保
険
給
付
費
に
応
じ
一
さ
ん
が
納
め
て
頂
く
保
険
税
の
一

て
き
め
ら
れ
ま
ず
。
一
年
間
額
は
七
月
に
確
定
致
し
ま
一

本
年
度
の
寝
付
総
額
は
昭
和
三
一
す
。
尚
回
、
五
、
六
月
の
三
ヶ
一

十
二
年
度
の
実
績
を
も
と
と
し
一
月
聞
は
一
応
暫
定
額
と
し
て
本
一

て
受
診
率
の
自
然
増
加
や
医
療
一
年
三
月
分
の
税
額
を
も
っ
て
納
一

費
の
値
上
り
等
を
考
慮
し
て
算
一
め
て
頂
き
過
不
足
額
は
例
年
の
一

定
し
ま
し
た
結
果
昨
年
度
に
比
一
通
り
七
月
以
降
で
調
整
さ
せ
て
6

A

し
二
ハ
、
九
Mm
の
増
加
と
な
り
一
頂
き
ま
す
。

i

へ

ま
す
、
そ
の
内
訳
は
受
診
率
の
一
他
の
社
会
保
険
と
併
用
者
に
つ
一

上
昇
が
十
一
、
四
Mm本
年
十
月
一
い
て
は
本
年
六
月
一
日
か
ら
除
一
、

以
降
単
価
の
引
上
げ
行
は
れ
る
一
さ
れ
ま
す
が
そ
れ
ま
で
の
間
は
一

一
被
保
険
者
と
し
て
の
権
利
を
行
一

分
が
五
、
五
Mm
と
な
り
ま
す
。
一
使
し
て
頂
く
と
共
に
納
税
義
務
一

随
っ
て
保
険
税
に
お
い
て
も
支
一
も
負
っ
て
頂
か
ね
ば
な
り
ま
せ
一

出
が
増
加
す
る
の
と
同
じ
率
で
一
ん
先
般
ア
ジ
グ
l
ト
の
擦
説
明
一

増
額
す
る
訳
で
す
。
一
酷
…
…
紘
一
四
れ
れ
討
か
鶴
間
一

課
税
の
方
法
ほ
例
年
の
通
り
で
一
よ
り
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
一

回
定
資
産
税
割
十
分
の
二
、
五
一
二
割
の
額
を
三
月
分
の
税
額
に
一

町
民
税
の
所
得
割
額
十
分
の
二
一
鰭
五
一
括

γ
日
間
紅
一
説
明
園

、
五
世
帯
の
平
等
割
十
分
の
二
一
精
算
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
か
ら

被
保
険
者
大
頭
割
十
分
の
三
以
一
よ
ろ
し
可
御
協
力
を
お
願
い
致

上
を
合
計
し
た
も
の
が
年
聞
の
一

L
ま
す

g

一
備
考
御
不
審
の
点
が
御
座
い

保
険
税
一
総
額
と
な
り
ま
す
一
ま
し
た
ら
役
場
厚
生
課

保
険
税
の
基
礎
に
な
る
町
民
税

F

へ
御
申
出
下
さ
い
。

‘藷，一
， 
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性
窒
素
を
成
分
に
し
て
一
!
二
一
液
と
し
た
も
の
を
ま
ず
お
け
に

==一
E

一一一言一三一一一三一一三一一一一一一一一三一=一一一=一一三一一=一一一一一喜一一三
E
E
-
-
言
Z
E
E
-
一
一
一
一
ニ
一
一
一
一
三
=
一
一
一
三
=
一
一
=
一
一
三
一
一
一
一
二
霞
(
反
当
)
施
し
、
樹
勢
の
回
一
入
れ
る
(
こ
の
場
合
の
水
の
量

}

ら

;

v

h

h

v

‘.‘

b

b

p

一

複

を

計

る

。

一

は

全

量

の

二

割

位

)

戸
官
』
讃
唱
J

h時一
4

一
時
且
晶
島

F
E
L陣
取

企

-

民

一

四

、

土

壌

管

理

一

凶

硫

酸

錦

水

を

作

り

比

れ

を

途

コ
」
官
底
E
Y
瞳
仁
明

ι島
骨
か
酔
国
国
当
一
ア
一
土
壌
中
流
亡
防
止
病
害
の
間
接
一
々
に
石
灰
水
の
上
に
少
量
ず
つ

'

l

'

'

一
一
防
除
(
敷
草
を
す
る
事
に
よ
り
一
加
え
乍
ら
良
く
撹
持
す
る
。

⑮
果
樹
{
二
、
予
備
校
の
再
設
定
と
璽
留
一
土
が
は
じ
か
な
い
か
ら
土
壌
面
一
(
こ
の
場
合
最
後
迄
石
灰
水
が

子
二
、
根
接
作
業
一
明
定
作
業
に
よ
づ
て
あ
る
程
一
に
居
る
病
原
菌
が
伝
染
し
た
い
一
ア
ル
カ
リ
を
舌
す
る
様
に
す
る

号
一
近
年
の
柑
橘
の
新
植
熱
は
非
一
度
の
花
芽
の
受
理
を
行
っ
た
が
一
)
の
為
敷
草
作
業
、
圏
内
の
排
一
事
)

ー
一
常
に
高
く
な
っ
て
居
る
が
、
や
一
今
年
は
又
昨
年
度
よ
り
幾
ら
か
一
水
口
の
整
備
等
、
六
月
の
梅
雨
一
叫
出
来
上
っ
た
ボ
ル
ド
ー
液
に

3
一
L
と
も
す
れ
ば
考
木
の
管
理
に
一
花
付
が
多
い
様
で
あ
る
。
昨
年
一
期
に
備
え
て
実
施
す
る
事
。
一
殺
ダ
ニ
剤
で
ら
る
ネ
オ
サ
ツ
ピ

第
一
手
を
抜
い
て
居
る
事
が
し
ば
し
一
度
平
年
作
又
は
不
作
で
あ
っ
た
一
五
、
病
害
の
防
除
一
ラ
シ
又
は
テ
デ
オ
γ
の
水
和
剤

一
ば
有
る
。
樹
措
病
、
裾
腐
病
に
一
所
で
は
特
に
花
付
が
多
い
の
で
一
疫
痴
病
・
…
一
一
一
1

四
年
間
の
一
を
加
え
、
再
に
薬
害
防
止
刻
と

一
よ
り
、
又
天
牛
の
被
害
に
よ
っ
一
部
分
的
な
搭
菅
、
又
は
予
備
校
一
ク
ロ

γ
の
撒
布
に
よ
っ
て
多
か
一
し
て
硫
酸
亜
鉛
を
加
え
で
良
く

一
て
樹
勢
の
弱
い
も
の
、
又
は
三
一
を
取
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
一
っ
た
本
郡
の
疫
蹴
病
も
大
体
無
一
携
持
し
、
最
後
に
展
着
剤
を
加

一
O
年
以
上
で
自
然
根
穀
台
が
老
一
滴
菅
の
場
合
は
勿
論
部
分
摘
一
く
な
っ
た
様
で
あ
る
が
、
昨
年
一
え
る
。

一
化
し
た
樹
に
於
い
て
は
樹
勢
の
一
菅
で
成
木
一
本
よ
り
親
指
大
粒
一
夏
の
曇
天
多
雨
に
よ
っ
て
秋
期
一
撒
布
よ
の
注
意

一
増
進
対
策
と
し
て
の
根
接
を
実
一
の
側
枝
を
十
本
前
後
選
び
比
の
一
の
疫
痴
病
が
か
な
り
多
く
発
生
一
山
病
原
菌
は
主
と
し
て
禁
裏

一
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
枝
に
着
い
た
花
芽
を
全
部
除
去
一
し
て
居
た
の
と
、
今
年
春
の
天
一
よ
り
侵
入
す
る
の
で
必
ヂ
禁
裏

一
接
木
の
時
期
は
特
別
な
高
温
一
し
其
の
部
分
よ
り
新
梢
を
出
し
一
候
が
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
い
の
一
を
主
体
に
撒
布
す
る
こ
と
。

一
低
温
時
を
除
け
ば
何
時
で
も
実
一
予
備
校
を
作
る
の
で
あ
る
が
、
一
で
今
年
の
疫
抑
病
の
発
生
は
多
一
凶
成
木
に
於
い
て
は
少
く
と

ヶ
A
で
き
る
が
中
で
も
五
月
と
九
一
新
梢
発
生
が
多
少
遅
れ
る
の
で
一
い
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
五
月
一
も
て
一
石
(
反
当
)
以
上
の
撒
布

f
hが
最
も
活
着
率
は
良
い
様
で
一
エ
カ
キ
ム

V
の
被
害
が
あ
る
か
一
に
入
っ
て
か
ら
の
ホ
リ
ド
ー
ル
一
が
必
要
。

》
一
あ
る
か
ら
今
月
は
根
接
を
実
施
↑
ら
硬
酸
ニ
コ
チ
シ
の
八

O
O倍
一
液
ゆ
撒
布
は
絶
対
に
必
夢
で
あ
一
日
必
ず
再
前
撒
布
と
し
再
後

空
一
し
て
戴
き
度
い
。
一
液
を
撒
布
す
る
心
要
が
る
る
。
一
る
c

一
の
撒
布
は
葉
面
に
水
滴
の
無
く

一
接
根
に
は
柚
台
が
一
般
的
に
一
時
期
は
早
い
程
良
い
が
後
か
一
防
除
時
期
五
月
一
千
句
(
落
一
な
っ
た
頃
に
撒
布
す
る
事

一
利
用
さ
れ
る
が
夏
柑
、
小
根
台
一
ら
花
の
出
る
場
合
が
ら
る
の
で
一
花
直
後
)
(
早
生
温
州
、
五
月
二
一
六
、
幼
木
管
理

一
で
も
良
い
。
又
樹
勢
が
特
別
弱
一
普
通
四
月
下
匂
1
五
月
上
匂
の
一
十
目
前
後
、
普
通
温
州
、
五
月
一
の
一
施
肥
(
速
効
性
窒
素
肥
料

一
っ
て
居
る
場
合
は
均
等
よ
り
椋
一
花
が
ふ
く
ら
み
か
け
て
か
ら
開
一
二
十
五
日
前
後
)
一
)
年
間
を
通
じ
て
成
本
施
肥
期

龍
一
穀
台
の
方
が
一
次
的
に
早
く
樹
一
花
す
る
ま
で
が
良
い
。
一
撒
布
濃
度
五
斗
式
少
石
灰
一
に
は
や
は
り
三
要
素
の
施
肥
を

傾
一
勢
は
回
復
す
る
。
接
木
の
本
数
一
三
、
追
肥
(
芽
出
肥
)
一
ボ
ル
ド
ー
液
一
行
い
、
(
出
来
れ
ば
鶏
糞
の
如

F

一
は
普
通
二

1
三
本
で
あ
る
が
、
一
昨
年
度
不
作
又
は
今
年
度
花
一
生
石
灰
一

O
O匁
、
硫
酸
銅
二
き
有
機
賃
肥
料
が
良
い
)
其
の

一
一
比
れ
は
樹
勢
の
強
弱
に
よ
っ
て
一
付
の
非
常
に
多
い
闘
で
は
開
花
一
二

O
匁
、
硫
酸
亜
鉛
一

O
O匁
一
間
に
速
効
性
窒
素
肥
料
を
施
用

一
多
少
変
え
る
。
一
に
よ
る
窒
素
養
分
の
吸
収
が
大
一
ネ
オ
ナ
ツ
ピ
一
フ
ン
又
は
テ
デ
ォ
一
す
る
。
今
月
の
施
肥
は
春
芽
の

一
高
接
も
本
月
が
適
当
で
あ
る
一
き
く
、
従
っ
て
其
の
後
の
新
梢
一
ン
水
和
剤
二
十
四
匁
(
て

O
一
充
実
、
又
は
夏
芽
の
発
生
に
不

〉
一
か
ら
間
伐
後
残
す
木
に
不
良
系
一
の
発
生
が
悪
く
、
又
樹
勢
も
弱
一

0
0倍
)
展
蒼
剤
一
、
五
勺
一
可
欠
の
要
素
で
あ
る
か
ら
小
雨

04
一
統
の
ら
る
場
合
は
出
来
る
だ
け
一
る
の
で
此
の
様
な
閣
は
開
花
初
一
調
合
法
一
時
又
は
し
め
り
の
多
い
時
に
施

実
施
す
る
こ
と
。
一
期
で
あ
る
五
月
上
旬
頃
に
速
効
一
山
生
石
灰
を
湯
で
と
か
し
乳
化
-
す
。
乾
燥
期
の
施
胞
は
液
肥
と

(二)

if-一一一一一

こ
の
事
は
毎
年
児
童
の
一
赤
ち
ゃ
ん
健
康
診
査
に
出
席
し
一
二
月
生
れ

健
康
を
祝
福
し
将
来
に
一
て
下
さ
る
よ
う
に
切
望
い
た
し
一

O
青

島

お

け

る

母

子

保

健

の

向

一

ま

す

。

一

O
長

浜

上
を
期
待
し
て
、
児
童
一
該
当
人
員
三
一
七
名
(
美
浜
二

O
櫛

生

什
…
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
一
二
七
名
、
自
主
u
O名
、
大
和
一

ο下
須
戒

νMV
に
本
町
各
地
区
別
に
診
一
五
六
名
、
櫛
生
二
五
名
、
出
海
一
長
浜

岡
m
g

査
を
し
、
優
良
児
を
選

τ
一
、
一
名
、
喜
多
灘
一
八
名
)
一
豊
茂

田
出
し
て
町
代
表
と
し
て
一
受
診
人
員
二
二
三
名
(
長
浜
一
一
三
月
生
れ

伺
一
炉
布
保
健
所
へ
送
り
、
一

O
一
一
一
名
、
白
滝
五
九
名
、
大
和
一

O
沖

浦

宅
一

d
d
保
健
所
で
更
に
診
査
.
一
五

O
名
、
櫛
生
二
四
名
、
出
海
一
長
浜

佐
一
ン
優
良
児
を
選
出
し
て
豆
二

O
名
、
喜
多
灘
二
ハ
名
)
一
長
浜

工
一
目
代
表
と
し
て
県
審
査
会
一
町
代
表
一
四
名
(
町
よ
り
一
九
一
四
月
生
れ

月
一
国
聞
に
提
出
、
県
で
-
月

t
一
名
選
出
、
一
月
l
六
月
迄
の
該
一

O
出

海

何

一

ノ

℃

六

月

迄

各

月

生

れ

男

女

一

当

者

)

一

O
長

浜

3

t

各
一
名
を
選
出
し
五
日
一
郡
代
表
十
一
名
(
右
と
同
じ
)
一
上
老
松

島
¥
「
こ
ど
も
の
日
」
に
県
一
町
の
表
彰
者
の
四

O
名
、
各
地
一
五
月
生
れ

F
り

で

表

彰

式

を

行

う

外

、

一

区

別

一

O
長

浜

u
h

町
で
も
管
内
優
良
赤
ち
一
長
浜
一
五
名
、
白
滝
六
名
、
大
一

O
白

滝

ゴ
双
ゃ
ん
の
表
彰
を
六
日
午
一
和
九
名
、
櫛
生
四
名
、
出
海
三
一
大
越

当
立
前
九
時
よ
り
行
い
ま
し
一
名
、
喜
多
灘
二
名
青
富
一
名
一
長
浜

A

恥
い
た
。
こ
L
に

プ

ロ

ッ

ク

一

4

昭

和

三

十

二

年

度

長

浜

緑
回
予
選
の
結
果
、
郡
代
表
一
長
浜
地
区
縫
康
優
良
児
名
六
月
生
れ

転
換
者
及
び
町
表
彰
者
等
を
二
月
生
れ

O
白

湾

計
お
知
ら
せ
し
て
今
後
二

O
櫛

生

長

浜

肱
状
層
乳
児
の
健
全
な
保
護
一

O
長

浜

O
白

滝

育
成
に
努
め
ら
れ
、
将
一

O
上

老

松

柴

来

更

に

多

数

の

優

良

児

一

穂

積

長

浜

が

出

ら

れ

ま

す

よ

う

、

一

須

沢

七

月

生

れ

同:r昭和33年5月10日

岡
本
静
江

山
本
定
徳

三
浦
秀
樹

久
保
善
記

奇
麗
勝
由
。

後
藤
す
み
子

高

沢

明

山
路
年
春

大
津
高
子

池
田
符
次

菊
地
敬
吾

小
西
淳
子

山
根
き
よ
み

林

充

宮
内
久
住

寓

代

毅

矢
野
早
苗

豊

茂
喜
多
灘

柴

八
月
生
れ

出

海

下
須
戒

櫛

生

九
月
生
れ

上
老
松

十
月
生
れ

長

浜

武

田

由

美

下
須
戒
大
野
明
子

十
一
月
生
れ

出

海

奥

田

恵

理

哉

長

浜

神

内

ゆ

か

り

長

浜

小

川

栄

子

十
二
月
生
れ

喜
多
滋
魚
見
喜
淳
子

田
中
浩
子

徳
田
賢
教

兵
頭
勝
賜

笹
本
清
典

竹
内
志
乃

田
村
千
代
子

弁
上
千
鶴

津
田
マ
リ
子

山

本

浩

鎌
田
真
由
美

鎌
田
美
津
恵

米
田
久
代

東
村
陽
子

村
橋
忠
和

一
宮
絹
代

上
満
嘉
子

山
本
浩
二

O
印
は
町
代
表
で
郡
の
診
査
会

に
出
場

。
印
は
郡
代
表
で
県
審
査
会
に

参
加
者

す

る

。

施

肥

摘

奮

を

行

っ

て

せ

っ

か

@

芽

掻

一

く

伸

ば

し

た

仲

梢

も

誘

引

せ

ね

幼
木
は
放
任
し
て
お
く
と
枝
一
ば
、
開
張
し
て
樹
容
積
は
拡
大

の
先
端
よ
り
多
数
の
芽
が
発
生
一
し
な
い
。
出
来
る
だ
け
コ
一
!
六

す
る
の
で
樹
形
が
く
ず
れ
る
反
一
本
の
支
校
を
が
っ
ち
り
と
立
て

面
養
分
の
無
駄
を
労
品
目
と
な
る
一
主
枝
、
亙
主
枝
-V}
誘
引
す
る
。

か
ら
側
面
か
ら
出
た
不
定
芽
及
一
の
ア
グ
ハ
燃
の
幼
虫
駆
除

び
一
ケ
所
よ
り
多
数
発
生
し
て
一
本
幼
虫
は
発
芽
直
後
に
葵
芽

居
る
芽
は
早
自
に
協
同
除
し
残
し
一
を
食
害
す
る
の
で
闘
を
見
廻
り

た
新
梢
の
発
生
を
良
好
に
す
る
一
発
見
次
第
捕
殺
す
る
。
又
ポ
品
川

の

摘

普

一

ド

l
液
を
撒
布
す
る
場
合
に
枇

樹
容
積
拡
大
の
為
五

t
六
年
一
酸
鉛
を
水
一
斗
に
十
五
匁
位
加

は
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
期
一
用
(
成
木
に
は
果
実
に
悪
影
響

は
四
月
中
匂
よ
り
花
蓄
が
見
え
一
あ
り
)
す
る
か
又
は
B
H
C
、

初
め
た
ら
、
初
め
養
分
消
費
を
一

D
D
T
を
撒
布
す
る
。

少
く
し
新
梢
の
発
生
を
促
す
事
一
へ
病
害
防
除

出
向
、
一
回
の
摘
著
で
は
充
分
一
成
本
同
様
痕
痴
病
防
除
の
為

な
る
効
果
も
上
ら
な
い
の
で
数
一
五
月
下
旬
に
硫
酸
亜
鉛
、
殺
ダ

固
に
渡
っ
て
実
施
し
、
な
お
残
一
ニ
剤
加
用
五
斗
式
少
石
灰
ポ
ル

っ
た
も
の
は
見
付
次
第
摘
果
す
一
ド
l
液
を
撒
布
す
る
。
(
濃
度

る

。

其

の

他

は

成

本

の

頃

参

照

)

同
「
主
枝
豆
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枝
の
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引
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i

並

日

一

一

肥

料

配

合

機

)

)

)

|

一

剣
一
問
料
開
合
蹴
及
都
一
一
心
円
丹
宮
山
同
日
一

一

資

一

一

二

仁

一

/

(

(

(

F

一

一基

M
L
E
七
日
引
引
」

一

%

引

一

新

設

(

旧

制

一

一

は
一
転
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崎
司
崎
川
「
L
は
円
山
は
日

農一

-
-
;
7
2
一
ト
型
(
五
尺

t
十
尺
)
一

タ
イ
亡
吃
弟
圭
ロ
↑
一
基
一
五
、

0
0
0円
一

生
(
三
月
届
出
分
)

木
庁
分

永

岡

式

長

女

和

美

清

岡

実

長

女

憲

子

中

見

長

利

長

女

教

子

小

西

荘

六

長

男

祥

壱

小

川

平

長

男

m

哲

友

石

定

喜

長

男

晃

由

和

左

回

末

広

長

男

憲

司

清

水

秀

雄

長

男

吉

孝

清

水

勲

長

男

淳

三

郎

浅

田

治

美

長

男

政

砕

こ

一

一

梶

本

周

市

二

男

和

広

一

一

一

晴

清

治

郎

長

男

一

志

一

一

一

武

田

清

長

女

し

の

ぶ

一

一

斗

山

崎

政

男

長

女

真

理

子

一

一

一

清

水

隆

敏

長

男

丈

太

郎

一

一

一

喜

多

灘

分

一

一

一

後

藤

実

二

男

悦

夫

一

一

一

池

田

徳

春

三

女

フ

キ

子

一

一

一

櫛

生

分

一

一

一

J
A
4
4
2
一

高

橋

貞

布

五

男

春

芳

一

一

一

七

年

以

豆

一

一

一

一

イ

圭

L
F
土

井

上

義

行

長

男

清

光

一

一

ド

1
1
1
1
一
一
西
田
昌
光
長
男
満
雄
一

一

一

一

一

一

中

野

音

五

郎

長

女

る

り

子

一

一

一

M

士

菊

地

明

長

女

一

枝

一

一

一

一

河

沼

彰

二

女

t

桂

子

一

つ

l

i

-

-
一

一

坂

東

式

男

長

男

優

志

一

一

一

:
i
a
f
-
-
一

一

大

和

分

一
一
五
年
以
内
一
一

7

一

一

ヨ

£

I
F
士

片

山

稔

長

男

浩

一

一

一

一

斗

大

野

和

徳

長

男

政

徳

一

一

言

山

本

ナ

カ

エ

男

一

夫

一

一

庁

れ

一

岡

顕

長

男

猿

一

一

一

士

泉

寅

男

二

女

玲

子

貸
付
の
相
手
方
で
開
拓
者
会
自
作
農
維
持
創
設
資
金
蚕
適
法
ビ
基
く
貸
…
引
到
叶

L

人

野

守

長

女

知

子

た

も

の

は

借

り

ら

れ

ま

せ

ん

但

し

、

肥

料

配

合

機

及

び

附

帯

施

設

を

除

く

ー

ー

に

白

滝

分

h
I
f
-
-
1
1
1
1
L
一

川

元

利

徳

長

男

修

z

場

の

日

誌

ム

藤

本

一

雄

長

男

忠

男

子
刈

Jt
一
ι
新

納

建

幸

二

男

美

智

代

四
、
二
地
区
委
員
会
納
税
対
)

-411
よ

酒

井

芳

綱

二

男

秀

治

策
委
員
会
¥
一
一

Ez--守
主
一
回
岡
崎
勝
義
三
女
千
佳
子

四
、
五
町
議
会
運
営
委
員
会
一

γ
U
{
-
u
i
/
、

久

保

重

徳

二

男

則

雄

図
、
八
各
小
学
校
入
学
式
プ
一
~

四

、

九

各

中

学

校

入

学

式

一

マ

死

亡

四
、
一
O

大
和
地
区
住
宅
入
居

者
選
考
委
員
会

町
議
会
議
員
一
行
東

京
方
面
研
修
旅
行
出
発

四
、
ご
繍
生
地
区
住
宅
入
居

者
選
考
委
員
会

図
、
一
E

町
議
会
議
員
一
行
帰
町

四
、
一
六
沖
浦
保
育
所
開
所
式

四
、
一
甘
長
浜
地
区
住
宅
入
居

者
選
考
委
員
会

四
、
三
町
農
業
委
員
会
総
会

四
、
ニ
王
町
議
会
建
設
委
員
会

町
病
虫
害
防
除
委
員
会

四
、
ニ
六
長
浜
地
区
委
員
会
役

員
会

喜
多
灘
地
区
委
員
会

出
海
地
区
委
員
会

長
浜
地
区
委
員
会

町
議
会
臨
時
会

町
選
挙
管
理
委
員
会

町
内
漁
協
組
合
長
会

健
康
優
良
児
表
彰
式

ノ、

月
ノ、

月月
六
月月月
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月
七
月

問
隣
同
防
陶
同
一
ほ
一

受
診
証
の
更
新
に
つ
い
て

今
般
国
保
被
保
険
者
の
資
格
検
認
等
の
為
左
記
要
領
に
よ
り
受

診
証
の
書
換
え
更
新
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
一
世
帯

も
洩
れ
な
く
御
協
力
下
さ
る
様
お
願
い
出
方
々
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
尚
受
診
証
使
用
に
つ
い
て
は
六
月
一
日
以
降
旧
受
診
証
は

無
効
と
な
り
、
新
規
発
行
の
受
診
証
に
依
り
受
診
せ
ら
れ
る
事

に
な
り
ま
す
か
ら
、
受
診
の
際
相
違
の
無
い
様
御
注
意
下
さ
い

コU

一
、
受
診
証
更
新
要
領

-
更
新
期
日
六
月
一
日

必
交
付
方
法
五
月
末
各
地
区
委
員
に
於
て
新
旧
受
診
証
を

引
換
え
交
付
す
る

旧
受
診
証
の
処
理
問
受
診
証
は
無
効
と
し
地
区
委
員
よ

り
各
出
張
所
を
通
じ
本
庁
へ
回
収
す
る

3 健
保
併
用
潜
除
外
に
つ
い
て

従
来
行
わ
れ
て
来
た
他
の
社
会
保
険
と
併
用
者
に
つ
い
て
は
本

年
六
月
)
臼
よ
り
国
保
か
ら
除
外
さ
れ
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た

c

つ
い
て
は
現
在
御
使
用
中
の
受
診
証
有
効
期
限
は
五
月
末
日

迄
と
し
て
六
月
-
日
以
降
全
部
回
収
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
か
ら
そ
の
時
期
に
は
各
地
区
委
員
又
は
出
張
所
を
通
じ

返
納
し
て
頂
き
ま
す
様
御
通
知
い
た
し
ま
す
。
尚
健
保
家
族
は

今
後
(
六
月
一
日
以
降
)
単
一
の
保
険
と
な
り
)
受
診
の
際
半

額
(
診
療
費
の
)
は
窓
口
で
御
支
払
し
て
頂
か
ね
ば
な
ら
な
い

商
事
に
か
わ
り
ま
し
た
か
ら
為
念
申
添
え
て
お
き
ま
す
。
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